
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

圷　春弥（アクツ　シュンヤ）

ウロボロス
モルフェウス

UGN支部長D

23

死

権力者の血統

自傷

大転落

コンビニ店員

男

44

恩人

2
3
2
1

0
0
0
1

0
0
0
0

2
3
2
2

26
8
8
13
26

1
1 2

UGN 1

【コンボ】 　　 0

0 0

起源種
友人

テレーズ・ブルム
友情
尽力

憐憫
憐憫

コネ：要人への貸し
コネ：手配師

専門家

8 5

ワーディング

リザレクト

砂の結界

原初の白：デモンズウェブ

ディスマントル

原初の黒：鏡の盾

原初の紫：孤独の魔眼

雲散霧消

傍らの影法師

ｲｰｼﾞｰﾌｪｲｶｰ:構造看破
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気絶時

オート

オート

オート

オート

オート

オート

メジャー

メジャー

視界

-

至近

10m

視界

効果参照

視界

至近

至近

至近

シーン

自身

自身

単体

単体

効果参照

効果参照

範囲（選択）

自身

効果参照

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

自動

効果参照

自動

-

↓100

80↑

100↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

DR直前に使用、カバーリングを行う。　メインプロセス中に1回

ダメージ算出後使用、ダメージ-[Lv+1]D点侵蝕値+３　R/1

ダメージロール直前、ダメージ-[Lv*3] R/1

HPダメージ適用後そのダメージを与えた対象に同じダメージを与えるただし[Lv*20]点まで　侵蝕値+3

範囲、範囲（選択）を自身一人に　基本侵蝕値+4　Sy/Lv

ダメージが適用される前に使用、ダメージ-[Lv*5]　R/1

自分の影を立体化し付き従わせる

多分衛宮のアレ

ー人々は言う、すべてを喰らう【殉教者】が来たとー
元はとある大手企業の社長の息子であった圷は社長を継ぐまでは一般的な生活を送っていた。
しかし、社長を継いでからわずか経たずに圷の会社は経営が困難になってしまい潰れてしまった。
その後圷は家も失いホームレスになることを余儀なくされた。それから一月経ったある日貯まりに
溜った不安と恐怖に押しつぶされてしまいビルから投身自殺を行ってしまいそして圷は死んでしまった。
しかし、死と同時に感染したレネゲイドウイルスが覚醒してしまい復活してしまう。
自分が死ねなかったこと更に自分が人間でなくなってしまったことに絶望した圷はその場に居合わせた
UGN中枢評議員のテレーズブルムに拾われその能力の高さが評価されたこともありUGN支部長となり働いている。
支部長としての能力自体は非常に優れており会社を経営していたこともあり書類仕事などを大概一人で
終わらせている職員や部下に対しては社会の希望と将来社会を発展させる存在だと常に言っている。
圷自身は未だに自分の企業が潰れてしまったことは自分のせいと考えていて自分はただの無能であり
自分こそが人類において底辺に位置していると考えている。更に圷は自殺願望に常にとらわれており
戦闘の際には自分が死ぬことを一番として動く。しかし圷自身のレネゲイドウイルスに反発され無意識に
能力を発動させ常に死ねないままでいる。そのため支部に対する攻撃を自分から前に進んで受けに行くことから
【殉教者】というコードネームがついてしまった。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

